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ライフスタイル革୵のための 
த学際移動イノベーション人౫ു成学位プログラム 

Graduate Program for Lifestyle Revolution based on Transdisciplinary Mobility Innovation (TMI) 

 
2020年度 ၎ఊ生൳集要ඨ 

 
卓㉺大学㝔プログラムとは 

 卓越大学㝔プログラム (WISE Program: Doctoral Program for World-leading Innovative 
& Smart Education) は、各大学が自身の強みを核に、これまでの大学㝔改㠉の成果を生か
し、国内外の大学・研究機㛵・民㛫企業等と組織的な連携を行いつつ、世界最㧗水準の教育

力・研究力を結㞟した㸳年一㈏の博士ㄢ⛬学位プログラムを構築することで、あらゆるセク

ターを牽引する卓越した博士人材を育成するとともに、人材育成・交流及び新たな共同研究

の創出が持続的に展㛤される卓越した拠点を形成する取組を推進する事業です。 
㸦日本学術振興会 HPより㸧 

 

TMI卓㉺大学㝔プログラムについて 

 18 世紀の産業㠉命、特に蒸気機㛵の移動・輸送システムへの適用が、社会のあり方や人々
のライフスタイル㸦働き方、住み方、楽しみ方、人生設計㸧を一変したように、現代に起こり

つつある情報や移動に㛵する技術㠉新は、時㛫・空㛫の移動コストを最小化し、産業㠉命以

来の大きな変化を生み出しています。しかし、気候変動、資源枯渇といった地球規模の課㢟

や、少子㧗㱋化のような社会課㢟の複㞧化、さらにはダイバーシティやインクルージョン、

多文化共生といった価値観の多様化により、従来の技術先導型のアプローチでは、人々が求

める「豊かなライフスタイルの実現」は困㞴になりつつあるのが現状です。このライフスタ

イル㠉命の牽引には、人文・社会科学、工学、情報学、環境学などの異分㔝 (Multidisciplinary) 
の専㛛家でチームを組み、互いの専㛛を理解・尊重しつつ、ライフスタイルの多様な「価値

を創造」し、その「技術・方法論」の構築により社会への橋渡し (Translation) が可能な、
超学㝿的 (Transdisciplinary) な人材が必要であると考えています。 
 本プログラムでは、名古屋大学が民㛫企業と共に取り組む産学共創教育に加え、複数研究

科・センターが相互の力を結㞟して専㛛家チームによる㉸学㝿協働力を涵㣴する卓越したカ

リキュラムを構造化し、「移動」を豊かな方向性をもった社会的価値に昇華する取組に貢献

できる「㉸学㝿⛣動イノベーション人ᮦ」を㣴成することをめざします。 
 
 プログラムの概要については、ビデオをご参照ください。 

TMI概要説明ビデオ㸦YouTube㸧㸸 https://youtu.be/v9fJNyTx1WU 
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㈝用等 

 ᮏプログラムに参加するための㈝⏝はありません。なお、名古屋大学のᤵᴗᩱ・入学㔠➼

がこのプログラムへの参加によって⮬動ⓗに免㝖されることはありません。 
 

⤒済的支援 

 博士前ᮇㄢ⛬では、㑅⪃を⤒て RA として᥇⏝された場合、原則として᭶㢠 80,000 円⛬
度、博士ᚋᮇㄢ⛬では、᭶㢠 200,000 円上㝈の⤒῭ⓗサポートを⾜います。なお、ᮏプログ
ラムは予⟬がῶするᯟ⤌みになっていますので、᪥ᮏ学⾡⯆会≉別◊✲員(DC)や、Ẹ㛫
との共同◊✲に基づく◊✲員(学⏕)㞠⏝を┠ᣦすことをᙉく᥎奨します。また、ᨭ⤥㔠㢠は、
つ⛬➼に基づきỴ定しますので、他の⤒῭ⓗᨭを受けている場合は、事前に┦ㄯしてくだ

さい。なお、他の奨学㔠を受⤥している、あるいはᢇ㣴᥍㝖➼の⌮⏤で⤒῭ⓗᨭを受けな

い場合でも、ᮏプログラムを履修することは可⬟です。 
 
留意事㡯 

⑴ ᛂ募ᚋ、ᛂ募᭩㢮の変᭦はㄆめません。 
⑵ 合᱁ᚋ、ᛂ募᭩㢮に偽のグ㍕が含まれることがⓎぬした場合は、合᱁を取りᾘす場合が
あります。 

⑶ 個人報の取りᢅいについて、ᛂ募にあたってᥦ出されたẶ名、住ᡤ、⏕年᭶᪥、その他
の個人報は、᭩㢮㑅⪃・㠃᥋審ᰝ、㑅⪃⤖ᯝの㏻▱などのᴗ務、及びプログラムへの履

修ᡭ⥆き➼、ᮏ学における⟶⌮㐠営上ᚲせなᴗ務を⾜うために利⏝します。㑅⪃に⏝いた

ᡂ⦼などの個人報は、㑅⪃⤖ᯝの㞟ィ・分ᯒ及び履修⪅㑅⪃᪉ἲのㄪᰝ・◊✲のために

利⏝します。上グのᴗ務を⾜うにᙜたり、一㒊のᴗ務を外㒊の事ᴗ⪅に委クする場合があ

ります。この場合、外㒊の事ᴗ⪅と個人報の取ᢅが㐺切に⾜われるよう契⣙を⤖んだう

えで、ᙜヱ事ᴗ⪅に対して、ᥦ出された個人報の全㒊又は一㒊をᥦ供します。 
⑷ ᮏプログラムの履修⏕は、広報ά動や実報告➼のために、Ặ名とᡤ属、写┿や動⏬など
が公㛤される場合があります。 

 
お問い合わせ先 

名古屋大学 ᮍ᮶♫会創㐀ᶵᵓ TMI卓㉺᥎㐍室 
E-mail: tmi@mirai.nagoya-u.ac.jp 
 

Hiroshi OZAWA

Hiroshi OZAWA

Hiroshi OZAWA
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応募㈨格 

 本プログラムに応募できる学生㸦1期生㸧は、2020年 4月に、以下の◊✲⛉・専攻の博士
前期ㄢ⛬ 1年次に入学した⪅で博士後期ㄢ⛬への㐍学を希望している⪅とします。 
 
人文学◊✲⛉㸸人文学専攻 
法学◊✲⛉㸸⥲合法政専攻 
⤒済学◊✲⛉㸸♫会⤒済システム専攻、産業⤒営システム専攻 
情報学◊✲⛉㸸数理情報学専攻、」㞧⣔⛉学専攻、♫会情報学専攻、 
       心理・ㄆ▱⛉学専攻、情報システム学専攻、▱⬟システム学専攻 
工学◊✲⛉㸸㟁気工学専攻、㟁子工学専攻、情報・㏻信工学専攻、機械システム工学専攻 
       マイクロ・ナノ機械理工学専攻、⯟✵宇宙工学専攻、土木工学専攻 
環境学◊✲⛉㸸地球環境⛉学専攻、㒔市環境学専攻、♫会環境学専攻 

 
 他の卓㉺大学㝔プログラムを履修している⪅、もしくは㔜」して履修を希望する⪅につい

ては、その可否について個別に検ウします。10月入学⪅についても、個別に検ウします。 
 
募㞟人数 

 プログラム履修生㸦博士前期ㄢ⛬ 1年㸧 12名⛬度 
 
TMI説明会 

 本プログラムのヲ⣽をㄝ明する TMI ㄝ明会をオンライン㸦Zoom㸧で㛤催します。参加希
望⪅は、以下のフォームからご登㘓ください。参加リンクをお㏦りします。以下の時㛫に㒔

合がつかない場合でも、別㏵対応しますのでご登㘓ください。なお、本ㄝ明会に参加できな

くても、履修応募は可⬟です。 
㸦ㄝ明会には、将来、本プログラムの履修を希望する学㒊 3・4年生㸦2021年 4月からの

2期生㸧、及び博士前期ㄢ⛬ 2年生㸦博士後期ㄢ⛬からの⦅入対㇟⪅㸧の参加も可⬟です。㸧 
 
2020年 10月 26日㸦月㸧 17:00㹼18:00 

10月 30日㸦㔠㸧 17:00㹼18:00 
11月 6日㸦㔠㸧 17:00㹼18:00 
 

TMIㄝ明会参加登㘓フォーム㸸https://fs219.xbit.jp/p739/form6/ 
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